
　

定例会見

日時：令和６年１１月２１日（木）　１１：３０～

１．発表事項　

(1)岐阜市の空き家対策の新たな取組みについて
まちづくり推進部（空家対策課）

(2)セントラルパーク金公園のクリスマスイベントについて
都市建設部（公園整備課）

令和６年度 第９回 市長定例記者会見
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1-(1) 岐阜市の空き家対策の新たな取組みについて          

・岐阜市では、空き家対策を総合的かつ計画的に推進するため、 

「岐阜市空家等対策計画」を策定（平成 30 年 5 月） 

   ▶ 空き家の発生の抑制と適正管理の促進 

   ▶ 空き家の流通・活用の促進 

   ▶ 管理不全な空き家への対応の促進 の３つを基本方針に掲げている。 

 

・令和 3年には、まちづくり推進部に空き家対策に特化した空家対策課を設置 

 

・「空き家の発生の抑制と適正管理の促進」として、 

・空き家総合窓口の設置、 

・適正管理リーフレットの活用、無料空き家相談会の実施 

 

 「空き家の流通・活用の促進」として、 

・岐阜市版空き家バンクの運営 及び ・空き家改修に対する補助 を行い、 

 

「管理不全な空き家への対応の促進」として、 

・不良空き家の除却に対する補助 など、 

・特定空家化を未然に防止する対策を行っている。 

 

 

1 空き家対策の新たな取組み                             

 

（１）「住まいのエンディングノート」                       

・国土交通省、日本司法書士会連合会、全国空き家対策推進協議会が 

 「住まいのエンディングノート」を作成 

 

・岐阜市においては、このノートを岐阜市版にカスタマイズし、 

・所有者の方々が住まいに関する様々な悩みを相談していただけるように、 

「岐阜市空き家総合窓口」（13，14 頁）の連絡先のほか、 

岐阜県司法書士会、岐阜県弁護士会、岐阜県土地家屋調査士会など、 

空き家に関する専門家団体の連絡先を追加。 

・加えて、市内の空き家の売却希望者と購入希望者とのマッチングを図る 

「岐阜市版空き家バンク運営事業」（16 頁）に関する情報を掲載。 

 

・今月 1 日には、市ホームページに掲載するとともに、 

空き家総合窓口での配布を開始 
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・今後は、空き家セミナーや出前講座での周知や配布を行う。 

 

・このノートは、家屋を所有している方々やその相続人が、 

将来空き家問題で困ることのないよう、 

あらかじめ「住まいの将来」について考え、 

ご家族で話し合うことができるようにするために作成されたもの。 

 

・ノートには、氏名、住所、電話番号やもしもの時の連絡先などのほか、 

家系図、所有する不動産の状況、 

家財や借入金といった情報などが記載できる。 

 

・相続の仕組みや相続登記の必要性なども記載されており、 

ご自身やご家族で、住まいの将来を考えるきっかけとすることや、 

住まいの「活かし方」「しまい方」に関する制度や手続きへの理解を 

総合的に深めることができるものとなっている。 

 

（２）「空家等管理活用支援法人」の指定                     

・空き家対策を総合的に強化するため、昨年１２月に、 

「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律」が 

施行（令和 5 年 12 月 13 日）された。 

 

・市町村長は、空き家の管理、活用の観点から、NPO 法人、社団法人、会社等を、 

「空家等管理活用支援法人」として指定できることとなった。 

 

・岐阜市では、10 月 30 日から、支援法人の募集を開始 

 複数の法人から応募があった。 

 

・空家等管理活用支援法人は、 

 ・空き家の所有者等への管理または活用の方法に関する情報提供や相談、 

 ・適切な管理または活用を図るための必要な援助、 

 ・空き家の所有者等からの委託に基づく、 

定期的な空き家等の状態の確認、活用のための改修 

などを行うことができる。 

 
「空家等管理活用支援法人指定通知書」授与式 

日時：令和 6年 12 月 13 日（金） 10：30～ 

場所：庁舎 5階 市長応接室 
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1-(2)セントラルパーク金公園のクリスマスイベントについて   

 

１ はじめに 

 

・昨年３月、公園の全面リニューアル以降、 

金公園では、地域や商店街、まちづくり会社など官民が連携し、 

キッチンカーやマルシェ、公園で映画を楽しむパークシネマ、音楽フェス、 

クリスマスイベントなどの様々な企画を展開 

➡その結果、公園の新しい“使い方”や“過ごし方”が定着 

 

・今年開催するクリスマスイベントは、 

昨年ご好評をいただいたクリスマスイベントの第２弾 

➡オープンスペースを活用した新たな取組を企画 

 

 

 

２ クリスマスイベント（社会実験）の概要 

 

(１) 概 要 

・開催期間は、12 月 15 日(日)から 25 日(水)までの 11 日間 

・テーマは、 

「みんなの場所をみんなのミュージアムに 

今年もみんなで『つながる』特別なクリスマス」とし、様々な催しを展開 

 

(２) 企画内容 

・今回、新たに２つの企画を準備 

 

○かまくらドームとアート 

・１つ目は、昨年、大人気であった「かまくらドーム」と公園を彩る「アート」 
 

・昨年の２基から３基へ増設、その内の２基は雪だるまが寝転んでいるような形で連結し、 

本イベントの拠点的施設として、様々な催しを展開 

・柳ケ瀬周辺で活動をしている「ＡＲＴ ＬＩＦＥ ＧＩＦＵ」によるエキシビションや、 

岐阜県内で活動しているアーティストによる装花のライブパフォーマンスを開催 

・毛布やクッション、ストーブなどを用意し、 

金公園や文化センターの中で、冬でも暖かく快適に過ごせる空間を創出 
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○金公園と文化センターが織りなすオープンスペースの活用 

・２つ目は、屋外のオープンスペースである金公園と、 

屋内のオープンスペースである文化センターを一体的に利活用 

・屋内外のオープンスペースの繋がりを高めるため、 

文化センターと金公園の芝生広場を、「かまくらドーム」や、 

木のぬくもりが感じられる「木製の台座」で包み込むように配置し、 

それぞれのオープンスペースを繋げた特別な空間を創出 

・21 日(土)と 22 日(日)の週末は 

金公園と文化センターの１階ロビーにマルシェを同時に開催し、 

一つになったオープンスペースに人の回遊と滞留、にぎわいを作り出す 

新しい公共空間の活用方法を提示 

 

 

○その他の企画 

・昨年好評であったホットワインや温かい食べ物を楽しめるクリスマスカフェ、 

クリスマス限定のマーケットのほか 

「サンデービルヂングマーケット」がクリスマスバージョンとして特別に開催 

・クリスマスの楽しみ方やアートなどを紹介する案内人「コンシェルジュ」が、 

公園で楽しめるいろいろなアイテムを無料で貸し出すなど、様々な企画を提供 

・イベントの日時等はパンフレットを参照 
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